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最
悪
に
対
処
し
て
最
善
を
つ
く
す

今
村
　
均

不
敗
の
名
将
・昭
和
の
聖
将
と
呼
ば
れ
た
今
村

均
大
将
は
、
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
年
）

仙
台
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
寝
小
便
た
れ
と
病
的
な
居
眠
り
の
少
年
が
、
軍
人
の
道
を
選
び
、
短

　

６６

所
を
克
服
し
て
努
力

精

進
を
重
ね
、
人
格
を
磨
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
十
七
年
、
ジ
ャ
ワ
派
遣
軍
司
令
官
と
し
て
ジ
ャ
ワ
島
を
占
領
、
敵
軍
だ

っ
た
オ
ラ
ン
ダ

人
に
も
、
現
地
民
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
も
、
温
か
い
占
領
政
治
を
行

い
、
神
の
ご
と
く
尊
敬

思
慕
さ
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
実
績
を
残
し
、
同
年
十
二
月
に
は
ラ
バ
ウ
ル
方
面
軍
司
令
官

に
転
じ
ま
す
。

こ
の
と
き
今
村
は
宮
中
に
召
さ
れ
、
特
別
に
天
皇
陛
下
か
ら

「
な
ん
と
か
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島



の
将
兵
を
救
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
」
と
の
内
命
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で

は
、
わ
が
軍
は
食
料
の
補
給
が
続
か
ず
、
言
語
に
絶
し
た
苦
戦
で
、
全
滅
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。

任
地
の
ラ
バ
ウ
ル
に
急
行
し
た
今
村
は
、
海
軍
の
山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
協
力

し
て
、　
一
万
七
百
人
の
将
兵
を
、
餓
死
寸
前
の
島
か
ら
助
け
出
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
れ

に
全
く
気
付
か
ず
、
奇
跡
の
撤

収

作
戦
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

そ
の
後
、
今
村
は
ラ
バ
ウ
ル
を
文
字
ど
お
り
難
攻
不
落
の
地
下
要
塞
に
作
り
上
げ
、
食
料
自

給
体
制
ま
で
も
確
立
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
つ
い
に
ラ
バ
ウ
ル
攻
撃
を
あ
き
ら
め
た
と
い
　

６７

い
ま
す
。
相
手
に
つ
け
こ
む
隙
を
全
く
与
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

終
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
戦
犯
と
し
て
、
巣
鴨
刑
務
所
に
入
り
ま
し
た
が
、
今
村
は
、
ラ
バ
ウ
ル

の
旧
部
下
ら
が
戦
犯
と
し
て
収
容
さ
れ
て
い
る
マ
ヌ
ス
島

へ
自
分
を
送
り
返
す
よ
う
占
領
軍
に

幾
度
も
要
請
し
、
そ
の
態
度
に
マ
ッ
カ
ー
サ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司
令
官
は

「私
は
、
今
村
将
軍
が
旧
部

下
戦
犯
と
共
に
服
役
す
る
た
め
、
マ
ヌ
ス
島
行
き
を
希
望
し
て
い
る
と
聞
き
、
日
本
に
来
て
以

来
初
め
て
武
士
道
に
触
れ
た
思
い
だ
っ
た
」
と
言
い
、
要
請
を
許
可
し
今
村
は
同
島
に
戻
り
ま



し
た
。
旧
部
下
を
含
め
四
百
人
の
人
々
は
涙
を
浮
か
べ
今
村
を
迎
え
ま
し
た
。
今
村
は
苦
難
を

分
か
ち
あ

っ
た
の
で
す
。

部
下
と
と
も
に
現
地
刑
務
所
で
十
年
の
獄
中
生
活
の
後
、
自
宅
の
庭
に
三
畳
ほ
ど
の
謹
慎
小

屋
を
建
て
、
そ
こ
に
籠

っ
て
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

※
今
村

均

（
い
ま
む
ら

ひ
と
し

。
昭
和
四
十
三
年

〈
一
九
六
八
年
〉
没

・
八
十
二
歳
）

◎
　
今
村

均
大
将

の
大
活
躍
に
驚
き
ま
し
た
。
「
道
徳

・
徳
性

。
人
徳

・
美
徳
」
を
持

つ

人
物
だ

っ
た
と
確
信
を
し
ま
し
た
。

◎
　
旧
部
下
の
戦
犯
と
共
に
服
役
を
希
望
す
る
と
は
、
「真
の
大
将
」
は
今
村

均
で
す
。

（
Ｍ
生
）
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０


